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三沢市国民健康保険運営協議会議事録概要 

 

１．日 時：平成２８年１月２７日（水）午後１時３０分から 

 

２．場 所：三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出席者 

【委 員】（１２名） 

会  長：山本 弥一 

会長代行：瀬崎 雅弘 

委  員：馬場 騎一  澤口 正義  樋口 茂樹  小西 史人  澤上 大樹 

豊川  敦  鷹架 良子  坂本 幸子  立花  肇  畑山 陽子 

 

【事務局】（５名） 

民 生 部 長：山本 智香子 

国保年金課長：小泉 厚子   課長補佐：湊  博一 

保険税係長：石井 美代子  国保係長：柳川 哲彦 

 

４．議 事 

司  会： それでは、ご案内の時間より少し早いですが、皆様お揃いですので、ただ今から、三沢

市国民健康保険運営協議会を開催いたします。 

初めに、定足数についてご報告いたします。 

本日は、「中山委員」から欠席との報告を受けておりますので、本日の出席委員数は 

１２名でございます。 

定足数を満たしておりますので、本日の会議は成立することをご報告いたします。 

ここで、市長よりご挨拶申し上げます。 

 

市  長：（部長代読） 

 

司  会： ありがとうございました。 

続きまして、「山本会長」よりご挨拶をお願いいたします。 

 

会  長：（山本会長挨拶） 

 

司  会： ありがとうございました。 

それでは、これから議事に入りますが、議長は協議会規則第３条により会長が務める事

となっておりますので、山本会長には、そのまま、議事の進行をお願いいたします。 

 

議  長： 会議に入る前に、委員の皆様にお諮りします。 

傍聴の申出がありますが、これを許可してよろしいでしょうか。 
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委  員：「異議なし」という声あり 

 

議  長：「異議なし」と言うことでありますので、傍聴を許可します。 

 

（傍聴人入室） 

 

議  長： それでは、会議を進めます。 

議題に入る前に、本日の議事録署名人２名を決めたいと思いますが、私から指名してよろ

しいでしょうか。 

 

委  員：「異議なし」という声あり 

 

議  長：「異議なし」と言うことでありますので、「馬場委員」と「立花委員」の両名を議事録署

名人といたします。 

よろしくお願いします。 

それでは、早速ではございますが、次第に従いまして進めてまいります。 

初めに、議題１「平成２８年度三沢市国民健康保険特別会計予算（案）について」であり

ます。 

事務局の説明を願います。 

 

事 務 局：（配布資料に基づき説明） 

 

議  長： それでは、ただ今事務局より説明がありましたが、質疑、討論を併せて行います。 

ご意見、ご質問がありましたら、挙手をしてご発言願います。 

 

樋口委員： 歳入の１款「国民健康保険税」について、現状の税率で予算が計上されているが、もし、

条例の改正（案）が議会を通って新しい税率となった場合、どれ位増える見込みか。 

 

事 務 局： 税率改正後の歳入につきましては、約１億円の増額と見込んでおります。 

 

樋口委員： 今回計上されている予算額に１億円が増額されると言うことでよいか。 

 

事 務 局： ４月以降の被保険者数や所得等によって増減はありますが、試算した時点では、約１億

円の増額になると見込んでおります。 

 

瀬崎委員： ただ今の歳入の１款「国民健康保険税」について、前年度から何人くらい減ってこう言

う額になったのか。 

 

事 務 局： 被保険者数につきましては、見込みでありますが、平成２８年度と２７年度を比較した

場合、被保険者数で６８５人、世帯数で２８９世帯が減少しております。 
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瀬崎委員： 次に、２款の「分担金及び負担金」ですが、内容を見ると「特定健康診査に要する経費

の被保険者負担金」となっているが、この金額は特定健診の受診率を概ね何％と見込んだ

ものか。 

 

事 務 局： 「分担金及び負担金」につきましては、特定健診の受診率を約３０％と見込んだもので

あります。 

 

瀬崎委員： 受診率を前年度と同じく３０％と見込んだと言う事ですが、平成２７年度の受診率の目

標と言うのが３０％と言う事で、前回か前々回に説明があった訳ですが、２７年度もまだ

そこまで行っていないと思うが、もう少し上げると言う考えはなかったのか。 

要するに、国としては６０％を目標としていて、三沢市も徐々にではあるが受診率も上

がっているのは理解しているが、極端に上がっていないと言うところで、前回の税率改正

の答申に上げる時に、収納率の向上と、特定健診受診率の向上と言うことで付帯事項とし

たと思う。 

それで３０％と言う位置づけですが、もう少し上げて良かったと私は思っていて、前年度

と同じと言うところが納得いかない。 

 

事 務 局： 確かに、予算では前年度と同額となっております。 

      平成２７年度の受診率は、まだ確定しておりませんが、２６年度と比べれば伸びており、

最終的には、２６～２７％台になると考えております。 

例年ですと、受診率が上がらず減額補正となっておりましたので、もう少し伸ばしたいと

言うこともありますが、「受診率が上がり増額補正をします。」と、皆さんにお伝えでき

ればと考えております。 

 

瀬崎委員： 分かりました。 

もう１点、５款の「療養給付費等交付金」がかなり減っている。主な理由は先ほど説明が

あったが、もう少し詳しく説明願いたい。 

 

事 務 局： 「療養給付費等交付金」につきましては、退職被保険者に応じて歳入となるところです

が、退職被保険者に係る医療費が減っていることから、歳入も減ると言うことであります。 

 

瀬崎委員： 退職者数が減っていると言うことは、被保険者数が減っていると言うことでよいか。 

 

事 務 局： 被保険者数が減っていると言うこともありますが、あくまでも退職者に係る医療費その

ものが減っていると言うことになります。 

 

瀬崎委員： 減っていると言うことは、その人たちはあまり医療費が掛かっていないと言う判断なの

かどうか。 

減っている理由が、退職被保険者の方は、少し健康だからあまり医療費が掛からないと言

うことなのか。 
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事 務 局： 委員がおっしゃいますように、退職被保険者の方々は、一般被保険者の方と比較して医

療費が少なくなっていると言うことになります。 

 

立花委員： 今年度、特定健診の病院が４件ほど増えているが、受診者が増えたひとつの要因になっ

ているのか。 

 

事 務 局： 委員がおっしゃいますように、個別健診の実施医療機関が４件増えたことにより、個別

健診の受診者が、昨年と比較して増えております。 

 

立花委員： 三沢市も、低所得者が多いと聞いているが、年齢層で若い世代も多いと言うことか。 

      若い世帯でも所得が低い方が三沢市は多いと聞いたことがあるが、現状はどうか。 

 

事 務 局： 年齢別の所得階層は出ておりませんが、年金受給者等の所得が低く、その割合が高い状

況となっておりますので、どちらかと言うと高齢者の方が多いと言うことになります。 

 

豊川委員： 私は、「協会けんぽ」と言いまして、中小企業の方々が加入する医療保険をやっており

ますが、三沢市の国保と同様に特定健診の受診率が低いと言うのが問題になっており、特

に勤めている方よりも、その家族の方々が低い状況であります。 

      是非、一緒に受診率を上げていくために、広報とか連携できるものは連携しながら進め

て行ければと思っています。 

今回の予算には直接関係ありませんが、上手く連携してやっていければと思っておりま

すので、よろしくお願いします。 

 

馬場委員： 昨年度の特定健診受診率が最下位でしたよね。 

通常、５，０００円～６，０００円掛かるものが１，０００円で受けられるのに、受診率

が低い。 

受診率が低い理由は分からないが、どうしてそんなに「受診、受診」と言っているのか。

受診率が上がれば、保険税が安くなるのか。 

 

事 務 局： 特定健診は、早期発見、早期治療を目標にしております。 

重症化予防と言いますか、病気が重くならないうちに治療することによって、医療費が掛

からなくなりますので、そう言うことで特定健診の受診をお願いしているところでありま

す。今のところ、受診率が上がっても保険税が安くなることはございません。 

 

馬場委員： 理由は、それだけか。 

 

事 務 局： 特定健診のその後に、特定保健指導と言うのがあります。 

実は、特定保健指導が大事でありまして、生活習慣病の改善や病気や病気の予備軍の方々

を早く見つけ、早く治療することによって医療費も抑えられると言うことになりますので、

そのためにも特定健診の受診が必要となります。 
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議  長： その他に、ございませんか。 

 

委  員：「なし」という声あり 

 

議  長： それでは、「なし」と言うことでありますので、「平成２８年度三沢市国民健康保険特

別会計予算（案）について」は、承認することにご異議ございませんか。 

 

委  員：「異議なし」という声あり 

 

議  長：「異議なし」と言うことでありますので、「平成２８年度三沢市国民健康保険特別会計予

算（案）について」は、承認することといたします。 

      次に、議題２「その他」でありますが、委員の皆様から何かございますか。 

 

委  員：「なし」という声あり 

 

議  長： 事務局から、何かございますか。 

 

事 務 局：（事務局からのお礼） 

 

議  長： ただ今、事務局から説明がありましたように、本年４月をもって我々の任期が切れます

が、各委員の皆様にご協力をいただき、運営協議会の会長としての責任を全うすることが

できましたことを、この場を借りまして、心より感謝と御礼を申しあげます。 

      誠にありがとうございました。 

      それでは、以上をもちまして、本日の会議は終了いたします。 

 

司  会： 以上をもちまして、三沢市国民健康保険運営協議会を終了いたします。 

皆様、大変お疲れ様でした。 

 

 

平成２８年１月２７日開催の三沢市国民健康保険運営協議会は、以上のとおりである。 

 

以 上 


